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1 9 8 5年ｌｊｊ９１Ｉから２ノj 2 4 I I まで4 7 1 1 1 A１，文部術在外研究典としてインドおよびハキスタン

・ネパールに出張した。インドではニューデリーの脚' 7 : 博物館を' ' ' 心に，バナラシ( ベナレス）・

ハトナ周辺のサールナート，ナーランダ，ヴァイシャリー，ブッダガヤの仏教辿跡などを兄学

した。とくに，ＩＥＩＷ: 博物館のキーパー，ナラエン氏，キューレーターのシジッキー氏らにj , , L 学

の段取りや案I ﾉ 1 を念め砿々 御教祇をいただいた。また，雌史建造物・辿跡の, 淵ｉｌｆ・修I ＃盤備・

悔蝿に､しi るArchaeol ogi cal Sur veyoI I ndi a，建築の名l 1I j 校School of PI anni ngandAr chi ‐

t e c t u r e をも訪問した。パキスタン滞在は蝿期間であったが，タキシラをl l i 心に仏教遺跡を視

察した。タキシラ苔占博物館にキューレーターのケルザール氏を訪ね，ダルマラージカー，モ

ハラモラドヮ，ジューリアンなどの遺跡のほか，ベシャワル東北ﾉ y のガンダーラ寺院遺跡タフ

ティーバヒ－，ラリルヒンジ束郊のｌｉ大なマニキャーラスツーハなどを祝察した。

インドの仏教､ ¥院はスツーハ・隅院・チャイティヤ' 職などからなる地| : の､ ¥院，多数の僻院

撒とチャイティヤ瓶からなるイi 熊蔀院がある。ガンダーラの寺院は侃陵の｜: に' １/ 地し，スッー

ハと僻院を' ' ' 心とし，多激の小スツーハ肺や小I i i l i l ' ; ; t が人スツーハを取巻くものがある。イi 寵寺

院などに残された細部には速く’ ' 水まで影郷を! j えたと! ′ 【』られるものが少なくない。9 . 1 0 1 1 1：

紀頃のヒンズー教寺院の装飾的細部に､ | え亥時代/ k の基股に用いられる脚内彫刻の源流と兄られ

る形やI l I l l t の禅宗様に1 , , L られる細部とl 1 i l 系統のものが兄られることも興味ある検討課題である。

インド・ハキスタンの遺跡は広人で建造物の＃, ! ‘ 催も大きく，1 , , L る行を脈倒するが，覗要な遺

跡は岡の1 1 ( 〔幡禰; 蝿ドにあり，弊備・消州, } ・' 1 / ( 刈・袖修などの1 1常↑ ” Mは行きルバき，迩跡の周辺

に小汚' １．f 博物館を付設するところが多い。

ネハールではカトマンズとハタン，バドガオンを急いでl I 1 l っただけであったが，ＥＷや荊塊

は木造をﾉ , § I 淵とし，、Ⅵ塊のI l i l : のおさまりはわがｌＫＩの人‘ 仏様となぜか{ ; ||通じるところが多い。イ

ンドの石彫技術を水に応川して・l i I i に細かい彫刻を施す。とくに，各I l i ともそのｌｌＩｊ並に歴史的

な独特の蛾観をよく残す。これらは，｜| | : 界的な文化辿旅ということができる。デリー周辺には

ながくインドイスラムＩ；帆の部があったから，イスラムの建造物・辿跡がとくに多い。ラール

キラー，ブラナキラーのような脚殿や城郭，クトゥブモスク，ジャーママスジットなどのＩｉ人

なモスクをはじめ，1 2 1 1 1 : 紀から1 7 1 1 t 紀にわたるインドイスラム雄築の発鵬と急速な変退のあと

がたどれる。フマユーンl l l ﾘ j ( 1 5 6 9 ) では充MI l 洲汽とともに11 1 1の修叫を、: っていたが，復原的な洲

侮にも充分l N i u 瞳されているようであった。また，足場をかけてクリーニングを行っていたとこ

ろも多い。インドではl K l や州の杵f I Mの行きとどかない文化財保護のため，ナショナルトラスト

が発足した。財政的な間辿や今後の裸越も少なくないようであるが，各l K l とも文化財保護に力

をいれている。今' 1 1 1 のｌｌＩ張では研究荷その他多くの人に接し，’ だ地に記念物を祝察する機会を

得，今後ともこの体験をﾉ | ﾐ かし，とくに仏教建築の研究に役f / : てたいと思う。（岡川英男）
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